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梅雨入り間近に 

 田植えが終わった学校のまわりの田んぼ

には、植え付けられた苗が美しく並んでい

ます。苗の真上を心地よい風が渡ってきま

す。街並みにはない風景を誇らしく思う気

持ちになります。梅雨入りも間近でしょう

か。稲作には梅雨が必要と言われますが、

子どもたちの生活にはちょっと不便なこと

があります。そんな時は、梅雨時の草花や

ホタルに目をやる等して、雨を楽しんでも

らえれば嬉しいです。また、気候が変わる

時ですので健康管理にも気を付けながら梅

雨時を過ごしていきましょう。 

 

４年生が宿泊学習に行ってきました 

５月１４日、１５日に、４年生が太平少

年自然の家での宿泊学習に行ってきました。

杉板焼き、ナイトハイク、自然観察等有意

義で貴重な体験を満喫してきました。空も

晴れ渡る２日間となり、天候も子どもたち

を後押ししてくれました。仲間と同じ食事

をし、語らい、共に歩く中で、通常の学校

生活では味わえない時間を過ごすことがで

きました。子どもたちの、当日の感想をお

読みください。 

○ 初めての宿泊学習な

ので、行く前はとて

も不安でした。でも、

こわかったけどナイ

トハイキングは楽し

かったし、ご飯もと

てもおいしかったで

す。楽しい二日間で

した。     ４年 白石 花蓮 

○ ぼくが一番楽しかっ

たことは、自然観察

ゲームです。なぜか

というと、今まで気

づかなかったいろいろな自然を見付け

られたからです。 ４年 松島 隼人 

 

自分自身を磨くための「４つのあ」 

６月 1 日の全校集会で「4 つのあ」の三

つ目である「あこがれる あるきかた こ

とばづかい」について話しました。子ども

たちに呼びかけたことは「廊下でも道路で

も、そして、授業中も、いつでもどこでも

時に応じた歩き方や言葉遣いをしてほしい」

ということです。美しい態度は、周りにい

るみんなを気持ち良くするものです。家中

小学校の全員が美しい態度になることを目

指して、頑張ってほしいと思っています。 

先月もお伝えしましたが、「４つのあ」に

ついては、教師が指示するというよりも、

子どもたち自身が「自分はどうしていきた

いか、どのようにした方がいいのか」と考

えられるようにしてほしいと考えています。

日ごろの子どもたちの素晴らしい様子を認

め励ましながら、あこがれるような美しい

態度がよりできるように、地道に支援して

いきたいと考えています。 

 

楽しかった修学旅行 

～鎌倉と横浜に行ってきました～ 

 ５月２７日・２８日に６年生が修学旅行

に行ってきました。天候にも恵まれ、全員

参加で実施できました。初日は鎌倉での自

由活動。小町通りでソフトクリームを食べ

麦の穂の見事さの後、稲の苗が整然と並ぶ

美しい季節となりました。 



る幸せ一杯の顔、江ノ

電の車窓から海が見

えたときの歓声、楽し

みにしていた鎌倉の

大仏様、緊張した外国

の方への英語でのイ

ンタビュー。そして、

横浜のホテルで、ナイ

フとフォークを持っ

て緊張しながら食べ

た夕食、なかなか眠れ

なかった夜。二日目は

「港横浜」を満喫。見

上げたランドマーク

タワー、美しい赤レン

ガ倉庫、中華街でのお

いしいランチ、海風が

心地よかった山下公

園。本当に楽しく充実

した旅行になりまし

た。この二日間で、友

情を深め合いクラス

のまとまりも強くな

ったものと思います。

また、どこに行っても躍動するとともに、

謙虚さや品格を見せてくれた６年生。とて

も素晴らしかったです。 

６年生にとっては、楽しみにしていた行

事が終わり寂しくもありますが、最上級生

としてますます活躍するのはこれからです。

これからも下級生をしっかりとけん引して

いってほしいと願っています。子どもたち

の、当日の感想をお読みください。 

○ 修学旅行は、鎌倉、横浜に行きました。

日本の有名な観光地を見ることができ

たし、お土産もたくさん買えたのでとて

もよかったです。 ６年 出井 港斗 

○ 私は、修学旅行で高徳院や赤レンガ倉庫

に行きました。それぞれの場所で、友達

と協力することができたと思います。小

学校生活のいい思い出ができました。 

６年 根本 望麗 

 

プール清掃を行いました 

６月２日の午後、４

～６年生がプール清

掃をしました。バケツ

で水を運び、デッキブ

ラシで壁面を磨き、プ

ールサイドの草むし

りをする等頑張って

くれました。子どもた

ちは、みんなよく働き

ますね。素晴らしい仕

事ぶりでした。子どもたちがきれいにした

プールで、これから楽しい水泳指導が始ま

ります。 

 

最近読んだ本の中から パート２ 

 先月号では「最新脳科学が教える高校生

の勉強法（池谷裕二著）」という本から、小

学生の学びには復習が大切な要素になると

いうことを紹介しました。今月は続編です。

テーマは「復習はいつやるのがいいか」と

いうことです。著者によると、２回目の学

習までに一カ月以上間隔をあけてしまうと

学習効果はほとんど無いそうです。では、

どんな方法が効果的なのでしょうか。「最も

効果がある復習プラン」を見てください。 

 学習した翌日に、１回目 

 その一週間後に、２回目 

 二回目の復習から二週間後に、３回目 

 三回目の復習から一ヵ月後に、４回目 

 全部で４回の復習を、少しずつ間隔をあ

けながら行うことが大切なようです。逆に、

これ以上たくさんやる必要もないと著者は

述べています。復習は、取り組む教科や内

容を毎日変えながら、計画的にやることが

効果的なのですね。家庭学習のプランを立

てる際の参考にしてみてください。 


